
（別添）

　茶園整理を実施し、生産性が低い「やぶきた」
の削減できた。
　また、主要品種指数を直近値から２ポイント以
上低減という成果目標を達成しており、さらなる
取組に期待する。

904.5%

　茶園整理を実施し、生産性が低い「やぶきた」
の削減ができたが、取組者減により成果目標達
成をできなかった。
　今後、品質向上戦略実現に向けた取組内容
等を盛り込んだ改善計画の提出を求める。

82.7%

　蒸気ボイラ、葉打ちラインを導入したことで、
蒸熱作業の効率化が図られたが例年より収穫
時期の降雨量が多かったため生葉の水分量が
増え、蒸気量を多くしたため成果目標達成でき
なかった。
　今後、荒茶生産工程全体における効率的な
加工技術の検討等を行うなど、生産工程管理
全体を踏まえた改善計画の提出を求める。

41.0%

　新型蒸機を導入したことで、蒸熱作業の効率
化が図られたが、燃油料高騰により生産量を減
らすといった生産調整をしたため目標を達成で
きなかった。
　今後、販売額と経営コスト等のマネジメントに
より経営上の最適化を図るなど、経営全体を見
通した改善計画の提出を求める。

63.2%

　い草乾燥機を導入したことで、乾燥調整作業
の効率化が図られた。
　また、1戸当りの栽培面積を16％増加する目
標を達成しており、さらなる取組に期待する。

116.4%

高性能蒸機を導入したことで、蒸熱作業の効率
化が図られた。
　また、荒茶1㎏当たり燃油使用量を削減する
目標を達成しており、さらなる取組に期待する。

321.4%

　防霜ファンを導入したことで霜害の軽減が図
られ単収が向上した。
　また、10％以上の単収向上という成果目標を
達成しており、さらなる取組に期待する。

154.2%

　防霜ファンを導入したことで霜害の軽減が図
られ単収が向上した。
　また、10％以上の単収向上という成果目標を
達成しており、さらなる取組に期待する。

109.1%

達成率
現状 目標 結果

持続的生産強化対策事業に関する事業評価シート

県名 市町村名
事業実施主体

名
事業実施年

度
目標年度

成果目標の具体的な内
容

目標数値

長崎県 五島市
ごとう農協茶生

産部会
令和2年度 令和3年度

主要品種指数を直近値から
２ポイント以上低減

事業実施年の事業実施計
画における茶栽培面積に対
する改植等の実施面積を
１％以上増加

地方農政局長等の意見

茶園面積
7,210a

改植等
面積
446a

改植等
面積
369a

79.3% 77.1% 59.4%

-
（1.2ℓ/1k）

－10％
以上

（1.08ℓ/1k）

-4.1％
（1.15ℓ/1k）長崎県

諫早市
大村市

東彼杵町
川棚町

波佐見町

長崎県央
農業協同組合

茶業部会
令和元年度 令和3年度

事業実施年度の事業実施
計画における茶の燃油使用
量を10％削減

1.25ℓ/1k 1.06ℓ/1k 1.13 ℓ/1k長崎県 雲仙市
雲仙茶

生産組合
令和元年度 令和3年度

直近３年の平均値に比べて
荒茶1kg当たり燃油等使用
量を10％以上削減

1.592ha 1.848ha 1.89ha熊本県 八代市
藺草機械管理

組合
令和元年度 令和3年度

１戸当たりの収穫面積を直
近３ヵ年の平均値に比べて
１６％以上増加

宮崎県
川南町
都農町

尾鈴農協
茶部会

令和元年度 令和3年度

農業機械等リース支援を実
施する場合に、直近３年の
平均値に比べて荒茶１ｋｇ当
たり燃油等使用料を１０％以
上削減

令和元年度 令和3年度

導入した凍霜害防止施設等
の稼働により、凍霜害等の
軽減により直近の凍霜害等
による被害反収から１０％以
上の単収向上を図る。

81kg/10a 105kg/10a 118kg/10a

1.39ℓ/1k 1.25ℓ/1k 0.94ℓ/1k

生葉　0ｋｇ 生葉　550ｋｇ 生葉　600ｋｇ宮崎県
高鍋町
新富町
木城町

ＪＡ児湯
茶部会

令和元年度 令和3年度

導入した凍霜害防止施設等
の稼働により、凍霜害場等
の軽減により直近の凍霜害
等による被害単収から10％
以上の単収向上



（別添）

達成率
現状 目標 結果

持続的生産強化対策事業に関する事業評価シート
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事業実施主体

名
事業実施年

度
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成果目標の具体的な内
容

目標数値
地方農政局長等の意見

　改植等を実施し、茶園の若返りや優良品種の
導入ができた。
　また、茶栽培面積に対する改植等の実施面
積1％以上増加という成果目標を達成しており、
さらなる取組に期待する。

100.0%

　人材を1人確保でき、労力負担軽減され効率
的に作業ができた。
　また、新たな人材を1人以上確保という成果目
標を達成しており、さらなる取組に期待する。

100.0%

　茶園整理を実施し、他作物への転換が進ん
だ。
　また、茶栽培面積に対する改植等の実施面
積1％以上増加という成果目標を達成しており、
さらなる取組に期待する。

100.0%

　商品開発を実施し、順調に販売している。
また、国内マーケットの新規創出に向けた発酵
茶・半発酵茶等の栽培・加工の取組の実施と
いった成果目標を達成しており、さらなる取組に
期待する。

100.0%

　省エネ加工機械（蒸気ボイラ、生葉加工機械）
を導入したことで、作業の効率化が図られた。
　また、直近３年の平均値に比べて荒茶1kg当
たり燃油等使用量を10％以上削減する目標を
達成しており、さらなる取組に期待する。

136.4%

　防霜ファンを導入したことで霜害の軽減が図
られ単収が向上した。
　また、10％以上の単収向上という成果目標を
達成しており、さらなる取組に期待する。

149.2%

　防霜ファンを導入したことで霜害の軽減が図
られ単収が向上した。
　また、10％以上の単収向上という成果目標を
達成しており、さらなる取組に期待する。

507.7%

　防霜効果はあったが、収穫前の曇天により上
位茶芽のみ伸長し、下位の茶芽がでず収穫量
が減少した。
　今後は、目標達成にむけて単収向上の検討
等を盛り込んだ改善計画の提出を求める。

-96.1%

宮崎県
高鍋町
新富町
木城町

ＪＡ児湯
茶部会

令和2年度 令和3年度

事業実施年度の事業計画
における茶栽培面積に対す
る改植等の実施面積を1％
以上増加

令和2年度 令和3年度
受益地区において、新たに
人材を1人以上確保する。

0人 1人以上 1人

－ 16％以上 16.4%

熊本県 山鹿市
山鹿市

茶業振興
協議会

令和2年度 令和3年度

事業実施年度の事業実施
計画における茶栽培面積に
対する改植等の実施面積を
１％以上向上

令和2年度 令和3年度

第4の1(2)イ(エ)bに規定する
産地の省力化・低コスト化に
資する以下の取組を１つ以
上取り組む。
国内マーケットの新規創出
に向けた発酵茶・半発酵茶
等の栽培・加工の取組の実
施

－ １つ １つ

－
茶園整理
1％以上

1.1%

1.01L/kg 0.9L/kg 0.86L/kg鹿児島県 日置市
日置市茶業振

興会
令和元年度 令和3年度

直近３年の平均値に比べて
荒茶1kg当たり燃油等使用
量を10％以上削減

394.1㎏/10a 465.8㎏／10a 501.1㎏/10a鹿児島県 南九州市
南九州市

茶業振興会
頴娃支部

令和元年度 令和3年度

導入した凍霜害防止施設等
の稼動により直近の凍霜害
等の被害単収から10%以上
の単収向上を図る。

332.2㎏/10a 387.1㎏／10a 610.9㎏/10a鹿児島県 南九州市
南九州市

茶業振興会
知覧支部

令和元年度 令和3年度

導入した凍霜害防止施設等
の稼動により直近の凍霜害
等の被害単収から10%以上
の単収向上を図る。

388.6㎏/10a 437.7㎏／10a 341.4㎏/10a鹿児島県 南九州市
宇都比良茶防
霜施設利用

組合
令和元年度 令和3年度

導入した凍霜害防止施設等
の稼動により直近の凍霜害
等の被害単収から10%以上
の単収向上を図る。



（別添）

達成率
現状 目標 結果

持続的生産強化対策事業に関する事業評価シート

県名 市町村名
事業実施主体

名
事業実施年

度
目標年度

成果目標の具体的な内
容

目標数値
地方農政局長等の意見

　防霜ファンを導入したことで霜害の軽減が図
られ単収が向上した。
　また、10％以上の単収向上という成果目標を
達成しており、さらなる取組に期待する。

346.0%

　い草色彩選別機の改良によって選別作業効
率化が図られたが、撤退した2名の生産面積
（21a）が加入した1名の面積（10.7a）よりも大きく
成果目標面積まで拡大できなかった。
　今後、各生産者の面積拡大の内容等を盛り
込んだ改善計画の提出を求める。

10.5%

　い草色彩選別機の改良によって選別に係る
時間が削減された。
また、10a当たりの労働時間を削減という成果
目標を達成しており、さらなる取組に期待する。

100.0%

　３つ新商品を開発しており、販売開始すること
ができた。
目標を達成しており、さらなる取組に期待する。

100.0%

　１２つ販路拡大することができた。
目標を達成しており、さらなる取組に期待する。

240.0%

　５つ新商品を開発しており、販売開始すること
ができた。目標を達成しており、さらなる取組に
期待する。

100.0%

　５つ販路拡大することができた。目標を達成し
ており、さらなる取組に期待する。

100.0%

380kg/10a 450kg/10a 622.2Kg/10a鹿児島県 霧島市
霧島市

茶業振興会
令和元年度 令和3年度

導入した凍霜害防止施設等
の稼動により直近の凍霜害
被害単収から10％以上の単
収向上を計る。

大分県 国東市
くにさき七島い

振興会

令和元年度 令和3年度
一戸あたりのいぐさの栽培
面積を直近３カ年の平均値
に比べて３％以上増加

令和元年度 令和3年度
10a当たりの労働時間を削
減

2,020時間 1,800時間 1,800時間

１０a １４．３a １０．４５a

長崎県 東彼杵町
東そのぎ上地区
活性化協議会

令和元年度 令和3年度 ３つの商品開発

令和元年度 令和3年度
新たな販路を１以上拡大す
る。

－ ５つ以上 １２つ

－ ３つ ３つ

鹿児島県 鹿児島市
株式会社

鹿児島茶輸出
研究所

令和元年度 令和3年度
開発した新商品を１以上販
売開始する。

令和元年度 令和3年度
新たな販路を１先以上拡大
する。

－ ５先 ５先

－ ５つ ５つ


